
東レ×ユニクロ 
第Ⅲ期戦略的パートナーシップ 

 
～グローバル化とデジタル化により、 

新しい産業の実現へ～ 



共同開発スタート （1999年～） 

2）フリース、ヒートテックなどの各種素材を開発 

これまでの両社の取り組み① 

1) 2000年5月  ワンストップトータルサービス設置（現GO事業部） 
   

ブラトップ 
（2004） 

フリース 
（紡績糸供給） 
（1999） 

ヒートテック 
（2003） 

1 



第Ⅰ期戦略的パートナーシップ(2006年～2010年） 
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ヒートテック 
現行基本素材 
（2006） 

世の中にないものをつくる 

これまでの両社の取り組み② 

次世代素材開発プロジェクト開始 

エアリズム 
（シルキードライ） 

（2009） 

ウルトラ 
ライトダウン 
（2009） 



第Ⅱ期戦略的パートナーシップ(2011年～2015年） 
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グローバルの取り組み拡大により、世界中で商品販売・安定供給。
画期的な商品の開発。 

ドライEX 
ポロ 

ドライ 
ストレッチ 
パンツ 

新商品開発 

これまでの両社の取り組み③ 

ヒートテック 
エクストラウォーム 

（極暖） 

ウルトラ 
ライトダウン 

アルミ蒸着加工 

通常 ﾒｯｼｭ 

加工前 加工後 

戦略商品の高度化 

エアリズム 

メッシュ 



紡績 

縫製 

編 

染 

米国 

タイ インドネシア 

紡績 

ベトナム 

アセアン 
グレーターチャイナ 

オセアニア 

バングラデシュ 

中国 

縫製 

染 

欧州 

ロシア 

縫製 

編 

紡績 

原糸 

縫製 

紡績 

編 

染 

原糸 

グローバル供給拠点の拡充    
（例）インナーウェア 

チャイナプラスワン 

・中国（原糸） 
・タイ（原糸） 
・ベトナム（編染縫製） 
・バングラデシュ（編染縫製） 
・インドネシア（縫製） 

日本 
原糸 原綿 

第Ⅱ期に拡充した生産拠点 
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第Ⅲ期戦略的パートナーシップ 

東レとの取引累積額の推移 

1兆円 

（計画） 

第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 

6,000億円 

（見通し） 
 

2,500億円 

2006年～2010年 

2011年～2015年 

2016年～2020年 
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デジタル化（サプライチェーン変革） 

最新のデジタル技術により、お客様の要望やビッグデータを生産
現場に直結させ、高スピードで高精度な商品開発の仕組みと
サプライチェーンを構築 

CLOUD 

高精度な商品
開発と生産 

お客様の要望・
購買履歴など
のビッグデータ 

データの蓄積・
分析 

DATA DATA 

DATA DATA 

製品化 

倉庫・ 
物流センター 

店舗 

EC 

お客様 
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グローバル化（生産拠点の多極化） 

市場別最適生産の推進とデジタル技術の活用による生産・物流の
スピードアップを実現 

■グローバルに広がる販売網に応じ
た最適な生産拠点を構築 

■グレーターチャイナ（中国、香港、
台湾）事業の成長を支える生産拠点
を拡充 

■生産・配送リードタイムを短縮 

ベトナム 

インドネシア 

 バングラデシュ 

欧州 
ロシア 

トルコ 

素材調達 

生産 

オセアニア 

上海 

グレーター 

チャイナ 

アセアン 

米国 

日本 

467店舗 
（2015年8月末現在） 
年間100店舗の出店 
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世界中のあらゆる人々の生活をより豊かに、 
快適に変える究極の普段着の追求 

 

  LifeWear        MADE FOR ALL 
 
 

LifeWearの開発・進化 

これまでにない新しい価値のある商品の研究開発 
日常生活を快適に過ごせるスポーツウエアの開発を加速 

 


